








要約:厚生省統計情報部人口動態統計を用いて、1980 年から 1991 年までの 12 年間の本邦

における乳幼児突然死症候群(SIDS)と窒息の剖検率、発生頻度、乳児死亡に占める割合な

どを検討した。SIDS の剖検率の 12 年間の全国平均は 19.9%であり、都道府県別では東京

都と神奈川県のみが著明な高価を示し、それぞれ 68.8%、58.4%であった。窒息の剖検率

の全国平均は 11.8%であり、都道府県別では東京都と神奈川県のみが著明な高値を示し、

それぞれ 47.3%、64.7%であった。東京都と神奈川県における SIDS の発生頻度は、1980 年

にはともに O.03 であったが、1991 年にはそれぞれ 0.14、0.31 と著明に増加した。また

窒息の発生頻度は、1980 年にはそれぞれ 0.17、O.37 であったが、1991 年にはそれぞれ 0.16、

O.23 とわずかに減少した。東京都と神奈川県での SIDS が 28H 以上 1 歳未満、1 歳未満の

各々の乳児死亡に占める割合は年々増加し、1991 年には 28H 以上 1 歳未満では東京都で

6.1%(第 4 位)、神奈川県で 12.8%(第 2 位)を占め、1 歳未満では東京都で 3.5%(第 5 位)、

神奈川県で 7.2%(第 3 位)を占めた。以上より、統計に信頼のおける 2 都県の状況から考

えても、本邦において SIDS は年々増加傾向にあり、乳児死亡の原因としても重要な疾患

となってきていることが再確認できた。


